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そして、「世代によつて関心度に差が出る、私は重信房子さんのことをまつたく知らな

い、なぜ支援される側の人なのかバンフを読んでいてもわからない」とも述
べておられ

るので、Nさんへの返事を以下に書いてみました。「1970年代、Nさんが生まれる前か

も知れません。国家権力を相手取り、獄中に捕らわれ中の人を何人も解放させるという

大胆果敢な聞いがありました。その問いを成功させたグループのリーダーが今、国家の

威信を傷つけられ、面目をつぶされたことへの仕返しをされているというのが、重信さ

んが獄中に捕らわれていることの真の理由です。したがつて、1974年のオランダ・
ハ

ーグのフランス大使館を占拠する間争に関わつたとして 20年の実刑判決を言い渡され

ていますが、この裁判自体がまつたくのフィクションです。それは、無実のひとを重罪

に処するために、支配権力の中枢によつて編み出された恐ろしくも無内容な筋立ての ド

ラマです。重信さん自身が述べておられる「最終意見陳述要旨Jと いう冊子があつて、

ここで件 のフィクションが完膚なきまでに粉砕されています。が、重信さんのこれま

での歩みといつたものを知るには、最近「図書新聞」に掲載されたインタビュー記事が

あります。コンパクトにギューッと凝縮されていて、重信さんのプロフィールとしては

一番のお薦めで、早速送ります。もうひとつ知ってほしいのは、重信さんの、社会変革

に賭ける積極果敢な意志と、尽きせぬ情熱です。これがために重信さんは 2000年の秋

以来、未だ捕らわれの身であるということであり、獄外から支援が集まるのも同じ理由

からです。どんな過酷な状況にも、諦めるということを知らず、決して絶望しない不屈

の精神に大きな感銘を受け、限りない共感を示す人々…。大部分は60年、70年代、共

通の理想に燃えた、かつての若者で、私もその一人です。そして、Nさんのような若い

人たちの理解を心から望んでいます。次の感想、お便りを楽しみにお待ちしています。J

このような、人間の自由を奪い、人間を殺すフイクシヨンに対抗し、これを打ち壊すに

はどうすればよいでしょうか。それには、フイクシヨンを暴くことはもちろん、人間が

生きることができる、真実に満ちたフィクシヨンを私たちが作つていくことではないで

しょうか。それが「さわさわ」の役割だと私は考えています。 (森本)

販価は1冊 300円 です。なるべく年間購読をお願いします。送料込みで、年会費は2000円です。
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